



























































































































シム･ウォンソプ『韓日文学の関係論的研究』 (国学資料院･ 1998､ 67頁)より､ ｢1910年代
の日本留学生詩人たちの大正期思想体験｣参軌




7羅意錫｢離婚告白状｣､ 『三千里』 1934･8･全集､ 450島
8羅惹錫｢朝鮮美術展覧会西洋画総評｣･ 『三千里』 1932･7･全集･ 542頁｡
9チャン･へジョン｢キャラクターとしての羅意錫研究｣についての討論文･第5回学術大会･























































































































































































































第1回(1922) ｢春が来る｣ (入選)､ ｢農家｣ (入選)
第2回(1923) ｢鳳風域の南門｣ (4等入賞)､ ｢鳳風山｣ (入選)
第3回(1924) ｢秋の庭｣ (4等入賞)､ ｢初夏の午前｣ (入選)
第4回(1925) ｢娘娘廟｣ (3等入賞)
第5回(1926) ｢天后宮｣ (特選)､ ｢支那町｣ (入選)
第6回(1927) ｢春の午後｣ (無鑑査入選)
第9回(1930) ｢子どもたち｣ (入選)､ ｢画家村｣ (入選)
第10回(1931) ｢庭園｣僻選:第12回日本帝展入選)､ ｢裸婦｣ (入選)､ ｢考案｣ (入選)
莱ll回(1932) ｢少女｣ (無鑑査入選)､ ｢窓辺にて｣ (無鑑査入選)､ ｢金剛山高相亭｣
以上､ 18点.全集､ 760頁.ユン･ボンモ､前掲書､ 149島
23羅意錫｢私の女子美術学校時代｣､ 『三千里』 1938･5･全集､ 288頁｡





























2;羅意錫｢4年前の日記の中から｣､ 『新女子』 1920.6､全集､ 220頁｡
26李乗岐｢嘉藍日記｣ 1､ 1921年3月20日付､ 146頁､イ･サンギョン『人間として生きたい』､
ハンギル社､ 233頁より再引用｡
27バク･ネギョン｢定義錫の絵､解決すべき当面の課題｣､ 『原本羅意錫全集』発刊記念羅意錫を
正しく知る第4回シンポジウム主題発表論文､ 200l.4. 27. 『羅意錫学術大会論文集』 1 ､ 4-15
頁｡






























31羅意錫｢ソビエトロシア行｣､ 『三千里』 1932･12･全集･ 577頁｡
32羅意錫｢欧米視察記｣､ 『東亜日報』 1930･3･28･全集･ 666乱
































36羅書錫｢情熱のスペイン行｣､ 『三千里』 1934.5､全集､ 622頁.
37 ｢海印寺紅流洞｣､ ｢読書｣､ ｢亀棲庵廉老長｣､ ｢満空禅師肖像画｣､ ｢フランスの農家｣等｡
38羅蕃錫｢妹､秋渓へ｣､ 『朝鮮日報』 1927.7.28､全集､ 664頁.
39羅蓑錫｢イタリア美禰紀行､サンマルク｣､ 『三千里』 1935.2､全集､ 656頁｡
40羅憲錫｢パリからニューヨークへ,トレド｣､ 『三千里』 1934.7､全集､ 627頁｡
41羅蓑錫｢太陽をわたって故国へ､ヨセミテ｣､ 『三千里』 1934.9､全集､ 641頁｡
























44羅恵錫｢独身女性の貞操論｣､ 『三千里』 1935. 10､全集､ 372頁0








rqSJ11附近｣ (1918) -東京美術学校卒業作品､ ｢新春｣ (1921)一初の個展で嘉藍･李乗岐先生が
最も感銘を受けた作品､ ｢日本嶺事館｣ (1925) -記者の雀恩書が安洞の家で見た絵､ ｢紅葉｣
(1925) -記者の雀恩書が安洞の家で見た絵､ ｢ニューヨーク橋｣ (1933)イギリスで描いたも




























は不明)､ ｢私の女｣ (1933) -ノルウェーで描いたもの､ ｢マドリードの風景｣ (1933) -スペイ
ンで描いたもの､ ｢叢石亭｣ (1932)一風景画と推定､ ｢三仙庵｣ (1931)一風景画と推定･ ｢静
物｣ (1933).




































































































ルと画家生活｣､ 『三千里』 1932.3､全集､ 526-7頁｡
56　…デッサンは輪郭だけの意味ではなく､カラー､つまり色彩のハーモニー､すなわち調子を兼
ねたものであるoしたがってデッサンを確実に行ったモデルをうまく措き上げることがついに
は一生の仕事となってしまうのです…｡羅意錫r舶昏告白状｣､ 『三千里』 1934･ 8,全集･ 452頁｡
57羅意錫｢美展出品制作中に｣､前掲､ 512頁｡羅意錫が書いた随筆｢満州の夏｣は､絵｢支那町｣
を鑑賞するさいに大いに参考となる｡満州の夏の描写に驚かされる｡ 『新女性』 1924･ 7､全集･
222頁｡
58羅意錫｢1年ぶりに見た京城の雑感｣､ 『開閉』 1924.7､全集､ 226頁｡




























































































64 This worldwas never meant for One aS beaudful as you･ A ･ ･ I ･./ Now I think Iknow/ what you tned to say
to me/how you suffered for your samty/how you tned to set them free/dley would no hsten/They are not
liste血Ig Stdl /PerhaPSthey never will･























































大会主題発表論文､ 2004.4. 23､ 65-91頁｡
バク･ネギョン｢羅憲錫の絵､解くべき当面の課題｣､ 『原本羅憲錫全集』発刊記念羅











李乗岐｢嘉藍日記｣ 1､ 1921年3月20日付､ 146頁｡
チャン･へジョン｢キャラクターとしての羅憲錫研究｣についての討論文､第5回学
術大会､ 2002.4.27､ 『産着錫学術大会論文集』 1､ 75-77頁｡
カール･ヤスパース｢ストリンドベルグとゴッホ､スウェーデンボルグとへルダーリ
ンの比較研究｣､キム･ユンシク『文学と美術の間』､一志社､ 1979｡
『現代小説研究』第38号2008.8 【訳　山田佳子】
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